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昨年4⽉に⻲⽥北病院へ赴任した宮澤です。札幌では昨年まで7年間、
札幌市介護認定審査会会⻑を務め、介護度判定の公平公正性の維持
を目的として約400名の審査委員の指導等に従事しておりました。
今からおよそ10年前に厚労省の認知症施策で「医療から介護へ」

「施設から地域へ」をスローガンに掲げた政策転換により、全国で
認知症介護によるうつ病・無理心中の急増、徘徊による行方不明者
の増加、介護負担による介護離職と介護マンパワーの不足等が社会
問題化した現象は、まだ皆さんの記憶に新しいことと思います。そ
うした諸問題を受けて、2015年に新オレンジプランが策定されるこ
とによって、認知症疾患医療センターが計画的に整備され、役割も
診断・治療のみならず、地域共生社会の実現に向けて医療・介護と
福祉の連携へと拡大され、徐々に多機能を有する機関へと変貌を遂
げていきました。
今後、当院のセンターは地域包括システムの中心的存在として機

能を果たすことはもちろんのこと、更に入院部門においては認知症
介護・生活支援の後方支援の役割を担い、高度な専門的医療サービ
スを短期的・集中的に提供する場として認知症の精神症状の改善と
共に、認知症の方々が地域で当たり前の生活を円滑に送れるように
鋭意努力する所存であります。今後とも何卒宜しくお願い致します。

（以前、4年半ほどHTBの情報番組「イチオシモーニング」の
火曜レギュラーコメンテーターとして出演
しておりましたが、函館に居住しても皆さん
から「観ていたよ〜」とお声掛けいただく
ことが多々あります。この場を借りて感謝
申し上げます。
これからも「イチオシ」および「イチオシ
モーニング」を応援していただければと
存じます。）

⻲⽥北病院
院⻑ 宮澤 仁朗

認知症疾患医療センター
のスタッフと☺



新型コロナウィルスと高齢者をとりまく状況について
日
本
老
年
精
神
医
学
会
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
流
行
の
影
響
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま

す
。
令
和
年
２
年
６
⽉
２
４
日
～
同
年
７
⽉
３
１
日
の
調
査

（
全
国
的
な
第
一
波
が
終
息
し
た
時
期
）
で
、
回
答
者
数
は

同
学
会
会
員
中
２
２
４
名
で
す
。

１
．
感
染
者
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
～
感
染
者
の
「
入
院
対

応
」
、
「
外
来
対
応
」
、
「
救
急
対
応
」
、
「
転
院
」
、

「
転
院
の
受
け
入
れ
」
、
「
介
護
・
ケ
ア
」
は
い
ず
れ
も

１
０
～
２
０
％
の
範
囲
で
実
施
さ
れ
、
「
相
談
対
応
」
は

２
０
％
以
上
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

２
．
感
染
対
策
～
医
療
機
関
・
施
設
・
事
業
所
等
に
お
い
て

「
受
診
者
・
利
用
者
に
対
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
等
に

よ
る
手
指
消
毒
」
を
ほ
ぼ
全
て
で
実
施
し
、
８
０
％
以
上

で
「
感
染
対
策
の
た
め
の
定
例
会
議
」
、
「
受
診
者
・
利

用
者
の
体
温
測
定
」
、
「
受
診
者
・
利
用
者
のCO

VID
-

１
９
に
関
す
る
体
調
確
認
」
、
「
電
話
に
よ
る
再
来
診

療
」
、
「
家
族
の
面
会
制
限
」
を
実
施
し
、
５
０
％
以
上

で
「
感
染
症
専
用
の
病
棟
や
病
室
の
確
保
や
隔
離
処
置
」

を
実
施
し
、
約
３
０
％
で
「
外
来
受
診
者
数
の
制
限
」
、

「
入
院
患
者
数
の
制
限
」
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

３
．
社
会
的
距
離
を
保
つ
対
策
が
認
知
症
の
人
に
及
ぼ
し
た

影
響
～
６
４
％
が
「
社
会
的
孤
立
が
強
ま
っ
た
」
、

５
７
％
が
「AD

L

が
低
下
し
た
」
、
４
８
％
が
「
精
神

的
健
康
状
態
ま
た
はBPSD

が
悪
化
し
た
」
、
４
１
％

が
「
認
知
機
能
が
低
下
し
た
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

４
．
社
会
的
孤
立
へ
の
対
応
に
つ
い
て
～
「
電
話
に
よ
る
個

別
支
援
」(

３
５
％)

、
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提

供
」(

２
３
％)

、
「
訪
問
に
よ
る
個
別
支
援
」(

２
１
％)

、

「
手
紙
に
よ
る
個
別
支
援
」(

８
％)

、
「
ビ
デ
オ
電
話

な
ど
情
報
通
信
技
術
を
利
用
し
た
個
別
支
援
」
（
８
％)

で
し
た
。

５
．
認
知
症
や
精
神
障
害
が
あ
る
高
齢
者
へ
の
人
権
侵
害
に

つ
い
て

（
１
）
高
齢
者
施
設
等
に
お
け
る
集
団
感
染
発
生
へ
の
備
え

の
不
足
～
少
な
く
と
も
第
一
波
の
中
で
は
、
高
齢
者

施
設
に
お
け
る
集
団
感
染
へ
の
体
系
的
な
対
策
は
存

在
せ
ず
、
現
場
は
混
乱
し
、
職
員
は
疲
弊
し
、
当
事

者
の
生
存
権
が
脅
か
さ
れ
る
状
況
で
し
た
。

●
高
齢
者
施
設
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
際
の

対
応
が
現
場
ま
か
せ
に
さ
れ
て
い
る
。

●
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
精
神
科
病
院
な

ど
閉
鎖
的
な
空
間
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
た
が
、

保
健
所
が
十
分
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
ず
に
現
場
が

混
乱
し
、
職
員
が
疲
弊
し
、
患
者
が
十
分
な
医
療

を
受
け
る
機
会
を
逸
し
た
。

（
２
）
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
い
て
の
差
別
～
認
知
症
や
精
神

障
害
が
あ
る
高
齢
者
が
、
精
神
障
害
や
認
知
症
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
、
あ
る
い
は
感
染
陽
性
で
あ
る
こ
と

を
理
由
に
、
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
う
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

●CO
VID

-19
対
応
を
行
う
内
科
・
救
急
科
な

ど
で
、
精
神
障
害
や
認
知
症
を
理
由
に
受
け
入
れ
が

断
ら
れ
て
い
る
。

●
精
神
科
病
院
に
入
院
中
の
コ
ロ
ナ
陽
性
者
の
受

け
入
れ
が
な
い
の
は
人
権
的
に
問
題
で
あ
る
。

（
３
）
過
剰
な
行
動
制
限
と
説
明
責
任
の
不
履
行
～
感
染

流
行
下
に
お
い
て
は
、
感
染
対
策
を
理
由
に
認
知
症

や
精
神
障
害
が
あ
る
高
齢
者
が
過
剰
に
行
動

制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

●
「
部
屋
に
い
る
こ
と
・
マ
ス
ク
を
す
る
こ
と
」

な
ど
の
指
示
が
守
れ
な
い
患
者
に
対
し
て
、

隔
離
や
身
体
拘
束
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

（
４
）
地
域
や
施
設
内
で
の
社
会
的
孤
立
～
「
社
会
的
距
離

を
保
つ
対
策
」
が
、
地
域
に
あ
っ
て
は
特
に
独
居
の

認
知
症
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
を
強
め
、
施
設
に

あ
っ
て
は
家
族
と
の
交
流
を
阻
み
、
そ
れ
が
本
人
の

精
神
的
健
康
状
態
の
悪
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

●
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
が
休
業
し
た
た
め
、
独

居
の
認
知
症
者
の
社
会
的
孤
立
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
た
。

●
家
族
と
面
会
す
る
機
会
が
な
く
な
り
、
妄
想
が

強
ま
っ
た
り
、
病
状
が
不
安
定
に
な
る
人
が
い

た
。

（
５
）
介
護
負
担
や
虐
待
の
リ
ス
ク
～
感
染
症
に
対
す
る
不

安
と
と
も
に
、
社
会
的
距
離
を
保
つ
対
策
や
経
済
状

況
の
悪
化
が
、
本
人
や
家
族
介
護
者
の
心
理
的
ス
ト

レ
ス
を
高
め
、
虐
待
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
し
た
。

６
．
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
～CO

VID
-

１
９
流
行
に
関
連

し
て
、
今
後
対
応
を
要
す
る
こ
と
に
つ
い
て
以
下
の

テ
ー
マ
が
出
ま
し
た
。

（
１
）
高
齢
者
施
設
に
お
け
る
集
団
感
染
発
生
へ
の
備
え
～

感
染
症
専
門
病
院
へ
の
転
院
、
感
染
症
専
門
医
の
派

遣
、
軽
症
者
に
対
す
る
ケ
ア
付
き
宿
泊
施
設
の
確
保
、

濃
厚
接
触
者
の
対
処
、
法
人
を
超
え
た
介
護
職
員
の

応
援
体
制
の
確
保
な
ど
が
、
各
地
域
に
お
い
て
体
系

的
に
整
備
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

認知症疾患医療センター
セ ン タ ー 長

谷内 弘道



（
２
）
感
染
者
の
受
け
入
れ
、
治
療
体
制
、
検
査
体
制

の
整
備
～
感
染
症
に
罹
患
し
た
認
知
症
ま
た
は

精
神
障
害
の
あ
る
高
齢
者
の
治
療
の
場
の
確
保

精
神
病
床
に
お
け
る
感
染
者
受
け
入
れ
態
勢
の

確
保
、
患
者
・
ス
タ
ッ
フ
の
感
染
症
検
査
体
制

の
確
保
が
、
国
及
び
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
体
系

的
に
整
備
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
感
染
予
防
対
策
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
継

続
～
感
染
予
防
対
策
が
あ
る
通
所
サ
ー
ビ
ス
・

訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
、
施
設
に
お
け
る
感
染

対
策
の
あ
る
家
族
面
会
の
方
法
論
の
確
立
が
必
要

で
す
。

●
介
護
負
担
軽
減
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
十
分
な

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
デ
イ
ケ
ア
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
は
重
要
。
施
設
で
は
予

防
策
を
講
じ
な
が
ら
、
家
族
と
の
接
触
を
ど
う

保
つ
か
の
方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
４
）
社
会
的
孤
立
へ
の
対
策
～
電
話
・
手
紙
・
訪
問

に
よ
る
社
会
的
交
流
の
促
進
、
家
族
と
の
接

触
・
交
流
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
の
検
討
が

必
要
で
す
。

（
５
）
精
神
的
・
身
体
的
健
康
問
題
へ
の
対
策
～
自
宅

で
で
き
る
フ
レ
イ
ル
予
防
に
向
け
た
体
操
の
普

及
、
一
定
の
身
体
的
距
離
を
と
っ
た
対
人
的
交

流
の
促
進
、
生
活
面
で
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
実
践
す
る
と
と

も
に
、CO

VID-19

に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

（
６
）
情
報
通
信
な
ど
に
よ
る
新
た
な
技
術
の
開
発
の

普
及
～
高
齢
者
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
の

向
上
、
高
齢
者
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ツ
ー
ル
利
用
支

援
、
行
政
の
オ
ン
ラ
イ
ン
使
用
の
促
進
、
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
制
度
的
な
体
制
整
備
が
必
要
で

す
。

（
７
）
感
染
症
対
策
の
組
織
的
能
力
構
築
～

一
般
医
療
機
関
の
職
員
に
対
す
る
認

知
症
や
精
神
障
害
に
対
す
る
不
安
・

偏
見
の
解
消
に
向
け
た
教
育
、
施
設

に
お
け
る
感
染
対
策
（
感
染
予
防
と

感
染
者
に
対
す
る
対
応
）
の
標
準
化

と
技
術
の
普
及
に
向
け
た
教
育
が

必
要
で
す
。

〈
考
察
〉

本
調
査
で
は
、CO
VID

-19

流
行
が
認
知
症
や

精
神
障
害
を
も
つ
高
齢
者
に
及
ぼ
し
た
影
響

を
、
特
に
「
人
権
侵
害
」
と
い
う
観
点
か
ら

可
視
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

の
対
応
に
関
す
る
７
領
域
の
テ
ー
マ
（
６
の

（
１
）
～
（
７)

）
は
、
国
・
地
方
自
治
体
、

日
本
老
年
精
神
医
学
会
を
含
む
関
係
諸
団
体

が
今
後
取
り
組
む
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
重
要

な
示
唆
を
与
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
調
査
は
、

実
施
さ
れ
た
期
間
が
令
和
２
年
６
⽉
～
７
⽉

で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
い
わ
ゆ
る
第
一
波
が
終
息
し
、

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
第
二
波
の
兆

候
を
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
た
時
期
に
あ
た
り
ま

す
。す

な
わ
ち
、
回
答
者
は
、
主
に
第
一
波
の

経
験
を
通
し
て
本
調
査
の
質
問
に
回
答
し
て

い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
第
一
波
の
時

期
は
「
混
乱
期
」
と
も
呼
べ
る
時
期
で
あ
り
、

感
染
対
策
に
係
る
物
資
が
大
幅
に
不
足
し
、

体
系
だ
っ
た
感
染
対
策
も
著
し
く
不
足
し
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
第
一
波
～
第
二
波
（
現
在
で

は
第
三
波
）
を
経
験
し
て
い
る
今
日
、
地

域
差
は
あ
る
も
の
の
、
必
要
な
物
資
は
概

ね
確
保
さ
れ
、
具
体
的
な
対
応
策
も
次
第

に
体
系
化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
情
報
を
整
理
・
共

有
し
、
状
況
を
評
価
・
分
析
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

以
上
で
す
。
現
在
は
全
国
的
に
第
三
波

真
っ
只
中
に
あ
り
（
令
和
３
年
１
⽉
１
４

日
現
在
）
、
医
療
お
よ
び
高
齢
者
施
設
や

認
知
症
を
援
助
す
る
サ
ー
ビ
ス
機
関
、
そ

し
て
高
齢
者
の
方
々
と
そ
の
親
族
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
、
強
い
不
安
と
恐
怖
と

闘
い
な
が
ら
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
流
行
終
息
ま
で
何

か
⽉
か
か
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
皆
様

ど
う
か
御
健
康
に
留
意
さ
れ
て
お
過
ご
し

く
だ
さ
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。



当院ではリモート面会を実施しています。
しかし、現状の体制では毎日面会希望の方、お正月などの特別な日に

会いたい希望される方などに対しても、2週間に1度の面会とさせて頂い
ています。それでもかなりの頻度で手紙・お菓子等の差し入れを持って
きてくれる方や「元気にしているかい？」「スタッフさんに迷惑はかけ
ていませんか？」等のご本人様やスタッフを電話で心配してくれる方も
います。私はこのようなご厚意に触れ、改めて家族の絆について考えさ
せて頂きました。
コロナウイルスは決して存在して良いものではありませんが、様々な

気づきや工夫を創造してくれた事実はあると思います。そのため、病院
スタッフ一同、患者様とご家族様のために全身全霊で対応させて頂きま
すので、皆様もご協力のほどよろしくお願い致します。

認知症疾患医療センター 楠 悠太郎

～編集後記～

医療法人 ⻲⽥病院
分院 ⻲⽥北病院
認知症疾患医療センター
担当：藤村・本間・楠

〒041-0802

函館市⽯川町１９１−４
☎（代表）0138-46-4651

☎（直通）0120-010-701

FAX（代表）0138-46-6533

～職員紹介～
今年の2月で入職して１年が経過し、
少しづつ医療ソーシャルワーカー
の業務にも慣れてきました。患者
様が「相談してよかった」と思え
るようなワーカーになることを目
指し、初心を忘れずにこれからも
頑張りますので、どうぞよろしく
お願いいたします。

４月で入職して１年が経とうとし
ていますが、患者様にとっても、
私にとっても特別な１年になった
ように思います。毎日勉強の日々
で、まだまだ分からないことも多
く頼りないですが、患者様のため
にこれからも日々精進していきた
いと思います。

精神保健福祉士
山⽥ 小夜子

精神保健福祉士
有川 祐樹


